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X06b Lyman Break銀河スペクトル中に発見された赤方偏移3.3のDamped Lyα
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我々はこれまでに SSA22領域において、大規模な Lyman Break銀河分光サーベイを展開してきた（Hayashino
et al., in prep.）。その中の赤方偏移 3.6の Lyman Break銀河１天体において、スペクトル中に赤方偏移 3.3の
Damped Lyα systemによる吸収（DLA）を発見した。このDLA吸収を Voightプロファイルフィッティングし
て中性水素柱密度を見積もった所、log(NHI/cm

2)= 21.7− 22.2と大きい値になった。対応天体をわれわれが作成
した測光的赤方偏移カタログ中で探したが、半径 50kpc以内には吸収体と同じ赤方偏移（z = 3.3）の銀河は見つ
からなかった。これは、強いDLA吸収体に付随する銀河は静止系 FUVで暗い、即ち星形成が不活発であるとい
うことを示唆しており、DLA天体の性質に知見を与える結果である。QSOスペクトルでなく銀河スペクトル中
で発見された DLAというのはこれまでに報告例がほとんどない非常に珍しいサンプルであり、本講演ではこの
DLA天体についてこれまでに得られた結果について議論する。


